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【研究成果の内容】 

ザゼンソウは、岩手県を含む我が国の寒冷地に自生するサトイモ科の

発熱植物である。本植物の特徴は、その発熱器官である肉穂花序（にく

すいかじょ）の温度を能動的に調節することができる、“恒温性”にある。

例えば、本植物は、氷点下を含む外気温度の変動に対して、その肉穂花

序の温度を２０℃程度に５日～１週間程度維持することができる。本研

究においては、このようなザゼンソウの“恒温性”を保証するメカニズ

ムを明らかにしようとしている。これまで、ザゼンソウの肉穂花序で特

異的に発現している発熱因子を同定するとともに、本植物の温度モニタ

リング機構がその肉穂花序に存在することを明らかにしている。 

 

 
○温度変化とリンクした生物機能発現の制御 

○ザゼンソウ型エネルギー変換デバイス など 
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どんな技術？ 

 ○ザゼンソウの恒温性維持に関わる制御システム。 
○周辺温度が低下するとミトコンドリアにおける呼吸活性が増大し、温度

の上昇により呼吸活性が逆に低下する、という温度変化と逆相関を示す呼

吸制御システム。 

何に使えるの？ 


